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議案等議決結果一覧・議員研修会報告



平
成
24
年
第　

回
定
例
会
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例
会
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　会期は11月30日（金）から12月18日（火）まで19日間。初日に専

決処分の承認２件、条例の一部改正議案２件、補正予算４件などが

上程されました。最終日、市長から議案１件、報告１件が追加提案

され、議員提出議案として条例の一部改正３件を提出。提出された

議案はすべて承認、可決しました。そのほか請願３件を審議し１件

は採択され、２件は継続審議となりました。

　議案質疑は12月11日（火）に行い、一般質問は12月５日（水）、６

日（木）に行われ、８人の議員が登壇しました。

１億２，319万円を追加
補正後予算総額は189億5,814万円

一般会計補正予算

特別会計補正予算

【補正予算の主な事業】
●施設開設準備経費助成事業補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 480万円

【介護保険事業】
●保険事業
●介護サービス事業
●簡易水道事業（繰越明許費）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 235万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,202万円

【市民病院事業】
●収益的支出（病院事業費用）
●資本的収入（企業債）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ △5,750万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000万円
※いずれの金額とも１万円未満は四捨五入

●日平線舗装事業
　（国東町来浦の市道日平線の一部区間を舗装）

●消防本部等施設整備事業
　（消防本部・署の建設予定地の用地取得費）

・・・・・・・・・・・・・・・ 1,500万円

・・・・・・・・・・・・・・・ 2,600万円

(                                        )地域密着型特別養護老人ホームを基盤整備中の
安岐町朝来サポートセンターへの間接補助

●中山間地域直接支払交付金事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 708万円

(                                        )新規４集落の協定や既存集落の変更協定により
追加になった農地面積に対する交付

国東市議会だより 29号 2



平
成
24
年

４

条
例
の
一
部
改
正

専
決
処
分
の
承
認

議
員
が
提
案
し
た
条
例
の

一
部
改
正

国
東
市
に„
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
“

　

国
東
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の　

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部　

　

改
正

　

国
東
市
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
を
外
部
か
ら
確
保
し
、
増
加
す

る
空
き
家
の
活
用
と
地
域
活
力
の
強
化
を
図
る
た

め
の
改
正
で
す
。

新
型
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ん
だ

患
者
の
M
R
I
検
査
実
施
に
向
け
て

　

国
東
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例　

　

の
一
部
改
正

　

埋
込
型
デ
バ
イ
ス
（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
除
細

動
器
）
を
埋
め
込
ん
だ
患
者
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
市
民
病
院
に
「
循
環
器
内
科
」

を
標
榜
し
、
施
設
基
準
を
早
期
に
取
得
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
改
正
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
報
告
が
６
件
あ

り
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
東
市
議
会
会

議
規
則
、
国
東
市
議
会
委
員
会
条
例
、
国
東
市
議

会
等
の
調
査
及
び
公
聴
会
に
出
頭
す
る
者
の
実
費

弁
償
に
関
す
る
条
例
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

市
民
病
院
に
「
循
環
器
内
科
」
を
標
榜
す
る

た
め
の
改
正
に
つ
い
て
、
新
た
に
循
環
器
内
科

医
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
患
者
増
が

見
込
め
る
の
か
。

　

市
民
病
院
で
は
総
合
的
に
内
科
診
療
を
行
う

た
め
、す
べ
て
の
内
科
領
域
を
含
め
て
「
内
科
」

と
標
榜
し
て
い
ま
し
た
。今
回
の
条
例
改
正
は
、

埋
込
型
デ
バ
イ
ス
の
手
術
を
受
け
た
患
者
が

M
R
I
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
施
設
基
準

を
認
定
す
る
た
め
で
す
。
旧
来
の
埋
込
型
デ
バ

イ
ス
で
は
、Ｍ
R
I
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
M
R
I
検
査
に
対
応
で
き
る
デ
バ

イ
ス
が
開
発
さ
れ
、
臨
床
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
常
勤
の
循
環
器
医

師
と
循
環
器
科
の
標
榜
（
市
民
病
院
で
は
循
環

器
内
科
）
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
施
設
基
準

が
示
さ
れ
た
の
が
8
月
で
早
期
に
届
出
が
必
要

で
あ
り
、
9
月
議
会
へ
の
上
程
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
た
め
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

循
環
器
内
科
を
標
榜
し
た
こ
と
に
よ
る
医
師

の
増
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

を
埋
め
込
ん
だ
患
者
さ
ん
の
M
R
I
検
査
は

徐
々
に
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

主
な
議
案

主 
な 

議 

案

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

病院内の案内板に「循環器内科」が表記されています

議
案
質
疑

議 

案 

質 

疑

A Q 　

専
決
処
分
の
承
認
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職
員
の
交
通
安
全
対
策
は
。

　

公
用
車
を
使
用
す
る
際
に
は
、
運
転
日
誌
の

項
目
に
よ
り
車
両
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
異
常

が
無
い
か
確
認
の
う
え
使
用
し
ま
す
。
使
用
後

に
は
日
誌
に
走
行
距
離
な
ど
を
記
録
し
、
車
両

に
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は
総
務
課
総
務
係
へ
報

告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
、
市
内

の
自
動
車
整
備
工
場
に
依
頼
し
て
、
公
用
車
の

点
検
、
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
へ
の
意
識
付
け
は
、
交
通
安
全
期
間
中

と
毎
月
20
日
に
行
う
街
頭
指
導
や
課
長
会
議
に

お
い
て
安
全
運
転
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
前
に
は
、「
服
務
規
律
の
遵
守
」

を
促
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
中
、
事
故
を
起
こ
し
た
職
員
に
つ
い
て

は「
国
東
市
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
す
る
基
準
」

に
基
づ
き
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
補
正
予
算

書
で
は
H
25
〜
H
27
の
３
カ
年
分
、
２
，４
０

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
条
例
改
正

で
は
月
額
16
万
円
の
報
酬
と
あ
る
。
金
額
の
根

拠
は
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
都
市
部
か
ら
人
材

を
募
集
し
、
任
期
は
１
年
、
再
任
・
解
任
に
つ

い
て
は
雇
用
す
る
自
治
体
が
判
断
し
ま
す
。
再

任
の
場
合
、
３
年
間
ま
で
の
経
費
に
は
特
別
交

付
税
が
措
置
さ
れ
ま
す
。
今
回
２
人
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
３
カ
年
分
の
経
費
と
し
て

２
，４
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

報
酬
額
の
根
拠
は
、
特
別
交
付
税
と
し
て
措

置
さ
れ
る
限
度
額
が
隊
員
１
人
に
つ
き
２
０
０

万
円
で
あ
る
こ
と
、
県
内
の
状
況
を
調
査
し
た

結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
月
額
16
万
円
と

な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

武
蔵
町
花
山
団
地（
市
営
）の
解
体
工
事（
９

０
万
円
補
正
）
は
解
体
し
て
整
地
す
る
と
聞
い

て
い
る
。
現
時
点
で
何
世
帯
入
居
か
。
ま
た
今

後
の
市
の
再
利
用
計
画
は
。

　

花
山
団
地
は
現
在
５
棟
あ
り
５
世
帯
５
人
が

入
居
し
て
い
ま
す
。
う
ち
１
棟
を
本
年
度
取
り

壊
す
予
定
で
す
。
平
成
22
年
度
に
、
住
宅
の
長

寿
命
化
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
花
山
団
地
に

つ
い
て
は
建
て
替
え
を
行
わ
な
い
方
針
と
し
て

い
ま
す
。
団
地
を
全
て
取
り
壊
し
た
時
点
で
社

会
情
勢
や
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
・
署
建
設
予
定
地
取
得
費
（
２
，

６
０
０
万
円
補
正
）
で
、場
所
、面
積
、評
価
額
、

海
抜
は
。

　

位
置
は
、
家
屋
が
比
較
的
密
集
し
た
準
市
街

地
の
近
郊
で
あ
る
国
東
町
小
原
地
区
か
ら
北
江

地
区
の
間
で
消
防
施
設
と
し
て
の
立
地
条
件
を

満
た
し
た
候
補
地
を
検
討
し
た
結
果
、「
国
東

町
北
江
」
が
適
地
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

面
積
は
、
約
９
，０
０
０
㎡
か
ら
１
３
，０
０

０
㎡
を
予
定
、
評
価
額
は
鑑
定
評
価
を
徴
し
１

３
，０
０
０
㎡
を
取
得
し
た
場
合
の
金
額
が
２
，

６
０
０
万
円
、
海
抜
は
11
〜
14
ｍ
で
す
。

　

そ
の
海
抜
で
必
ず
安
全
と
い
え
る
か
。

　

国
東
市
は
６
ｍ
の
津
波
と
想
定
し
て
お
り
、

ク
リ
ア
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

社
会
教
育
総
務
費
、
時
間
外
勤
務
手
当
（
４

本年度、１棟を取り壊す予定の花山団地

A

A
後

A

QQ

AA QQQ

Q

　

専
決
処
分（
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

　

額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
）の
報
告

　

条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
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０
０
万
円
補
正
）
の
積
算
根
拠
は
。

　

平
成
22
年
度
決
算
額
を
実
績
に
当
初
予
算
を

組
み
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
決
算
は
そ
れ
を

上
回
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
新
規
事
業
を
導

入
し
、
事
務
量
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
瀬
戸
内
高
校
女
子
駅
伝
を

男
子
を
加
え
た
大
会
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
コ
ー
ス
決
定
の
た
め
の
道
路
管
理
者
と

の
協
議
や
大
会
協
力
団
体
と
の
打
合
せ
な
ど
に

よ
り
、
予
算
残
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
よ
っ

て
３
月
ま
で
の
分
を
昨
年
度
の
実
績
か
ら
計
上

し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
高
等
学
校
駅
伝
大
会
は
悪
天
候
に
よ

り
中
止
に
な
っ
た
。
減
額
に
な
る
部
分
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
。
ま
た
、
3
月
議
会
の
予
算

特
別
委
員
会
で
予
算
の
増
額
は
な
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
整
合
性
は
。

　

前
々
日
に
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
の
準
備
な
ど
で
の
時
間
外
勤
務
手
当
は
同

額
程
度
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
予
算
特

別
委
員
会
で
増
額
が
な
い
と
答
弁
し
た
の
は
補

助
金
の
こ
と
で
あ
り
、
時
間
外
勤
務
手
当
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

姫
見
苑
の
臨
時
職
員
賃
金
（
１
９
４
万
５
千

円
補
正
）
が
増
額
し
て
い
る
。
雇
用
の
職
種
と

人
数
は
。

　

４
月
の
人
事
異
動
に
よ
っ
て
調
理
の
臨
時
職

員
が
１
人
増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

昨
年
は
正
規
職
員
３
人
と
臨
時
職
員
２
人
で
し

た
。
４
月
か
ら
正
規
職
員
２
人
と
臨
時
職
員
３

人
と
な
り
、
正
規
職
員
１
人
の
減
員
分
に
つ
い

て
は
９
月
の
補
正
で
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
給
与
費
が
約
５
，
７
８
０
万
円
減

額
し
て
い
る
。
職
員
減
員
と
育
休
に
よ
る
減
少
な

ど
の
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
い
内
容
は
。

　

給
料
３
，４
６
９
万
７
千
円
減
は
、
育
児
休

業
者
分
２
，２
５
０
万
６
千
円
減
、
平
成
24
年

４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
給
与
カ
ッ
ト
に
よ
る
８

３
９
万
1
千
円
減
、
中
途
退
職
職
員
分
４
８
０

万
円
減
、
付
帯
事
業
か
ら
の
職
員
異
動
に
伴
う

１
０
０
万
円
増
に
よ
り
ま
す
。
手
当
２
，１
６

５
万
４
千
円
減
は
、育
児
休
業
者
分
の
賞
与
２
，

２
０
９
万
円
減
、
中
途
退
職
職
員
の
賞
与
１
１

０
万
円
減
、
扶
養
手
当
の
改
正
に
よ
る
１
５
３

万
６
千
円
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
以
降
の
中
途
退
職
者
は
看
護

師
２
人
で
す
。
ま
た
、
育
児
休
業
者
は
平
成
24

年
４
月
時
点
で
10
人
で
す
。
年
度
途
中
に
復
帰

す
る
職
員
も
い
ま
す
が
、
新
た
に
育
児
休
業
に

入
る
職
員
も
お
り
、
常
時
10
人
程
度
が
育
児
休

業
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

東日本大震災による東京電力第一原発事故を受け、伊方原発の再稼動を認めないよう衆参両
議院長や内閣総理大臣などに意見書の提出を求める請願です。
（総務委員会で審議：継続審議へ）

■ 伊方原発の再稼動に反対する意見書の提出を求める請願

高齢者世帯や一人暮らしのお年寄りなどへの宅配支援事業へ引き続き補助金を交付するよ
う求める請願です。（産業建設委員会で審議：採択し、国東市長へ送付）

■ 宅配事業補助金の継続を求める請願

身体障がい者への公的な援助を求める請願です。
（文教厚生委員会で審議：継続審議へ）

■ 身体障がい者福祉給付金を求める請願

審議された請願

A

A A

A

Q

　

特
別
会
計
の
補
正
予
算

QQ

国東市議会だより 29号５



ふるさと祭りの再構築を
― 本格的に検討したい ―

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

毎
年
10
月
末
か
ら
11
月
に
か
け
て
旧
町

ご
と
の
開
催
を
で
き
れ
ば
国
東
市
の
祭
り

と
し
て
一
本
化
が
望
ま
し
い
が
、
地
理
的

状
況
を
考
慮
し
て
安
岐
と
武
蔵
、
国
見
と

国
東
を
交
代
で
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
―

　

合
併
し
て
７
年
が
経
過
し
、
時
期
、
内

容
、
場
所
な
ど
検
討
す
る
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
実
施
主
体
の
組
織
の
見
直
し

な
ど
、
市
民
の
協
力
と
ご
理
解
が
必
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
一
本
化
に
向
け
た
検
討

を
本
格
的
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
長
―

　

住
民
の
方
た
ち
が
そ
の
気
に
な
っ
て
い

た
だ
か
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
時
間
を

か
け
て
話
を
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員

　

市
を
代
表
す
る
施
設
、
土
産
、
食
、
祭

り
と
い
っ
た
も
の
を
官
民
一
体
で
作
り
上

げ
、
市
の
活
力
向
上
に
つ
な
げ
て
は
ど
う

か
。

市
長
―

　

国
東
地
域
に
は
、
千
数
百
年
前
か
ら
伝

わ
る
伝
統
的
な
お
祭
り
や
、
神
仏
習
合
の

文
化
や
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
が
国
東
市
の
シ
ン
ボ
ル
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
人
が
こ
の
価
値

に
気
づ
き
、
観
光
客
な
ど
多
く
の
方
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
外
か
ら
見
れ

ば
、
な
か
な
か
自
分
た
ち
で
気
が
つ
か
な

い
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

も
の
を
市
内
外
の
方
、
あ
る
い
は
世
界
に

発
信
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
に
何
か
施
設

を
作
る
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員

　

国
東
を
売
り
出
す
戦
略
を
考
え
る
部
署

が
あ
る
の
か
。

市
長
―

　

５
人
の
市
外
の
方
に
外
か
ら
見
て
い
ろ

ん
な
提
言
を
い
た
だ
く
市
政
懇
話
会
と
政

策
企
画
課
を
中
心
に
し
て
、
祭
り
で
あ
れ

ば
商
工
観
光
課
、
文
化
財
で
あ
れ
ば
文
化

財
課
や
生
涯
学
習
課
と
い
っ
た
テ
ー
マ
ご

と
に
横
断
的
な
会
議
を
作
っ
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

議
員

　

市
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
組
織
は
で

き
な
い
か
。

市
長
―

　

改
め
て
作
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

にぎわった“夢咲きくにさきふるさとまつり”（平成24年10月28日）

国
東
の
シ
ン
ボ
ル
を
つ
く
ろ
う

６



伊牟田洋史 議員（創世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

平
成
19
年
に
制
定
さ
れ
た
国
東
市
飲
酒

運
転
根
絶
条
例
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
の

か
。

総
務
課
長
―

　

東
部
振
興
局
、
警
察
署
、
交
通
安
全
協

会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

議
員

　

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を
市
の
職
場
に
置

い
た
り
、
国
東
市
独
自
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

作
っ
て
そ
の
お
店
に
張
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
り
な
ど
、
市
と
し
て
独
自
に
働
き
か
け

は
し
て
い
な
い
の
か
。

総
務
課
長
―

　

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
は
、
現
在
職
場
に

配
備
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
市
報
を
活
用
し
た
呼
び
か
け
で
は
交

通
安
全
全
般
の
呼
び
か
け
を
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
つ
い
て
、

啓
発
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
事
業
所

に
対
し
て
は
、
警
察
署
な
ど
か
ら
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
は
警
察
署
か
ら
の
情
報
を
得
て
、

防
災
行
政
無
線
を
利
用
し
て
、
事
故
防
止

の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

旧
富
来
中
学
校
跡
地
に
孝
子
伊
勢
松
の

碑
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
。
現
在
の
富

来
小
学
校
に
移
転
し
、
親
孝
行
や
お
年
寄

り
を
敬
い
大
切
に
す
る
教
育
に
活
用
し
て

も
い
い
の
で
は
。

教
育
長
―

　

平
成
22
年
に
富
来
中
学
校
が
統
合
す
る

と
き
に
区
長
会
の
代
表
や
学
校
関
係
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
統
合
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
現
在
の
位
置
に
そ
の
ま
ま
に
置
い

て
お
く
と
い
う
こ
と
に
決
定
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
た
め

に
、
ま
た
地
域
の
先
人
と
し
て
同
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
大
い
に
学
ぶ
価

値
の
あ
る
教
材
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
富
来
小
学
校
、
あ
る
い
は
国
東

中
学
校
に
お
い
て
も
、
道
徳
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
に
地
域
学
習
と
し
て
取

り
上
げ
て
活
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
地
に
行
き
調
べ
る
こ
と
こ

そ
、
意
味
が
あ
る
学
習
に
な
る
は
ず
で

す
。
こ
の
石
碑
の
存
在
を
分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
に
も
、
説
明
を
加
え
た
プ
レ
ー

ト
を
立
て
た
り
、
周
り
の
環
境
を
も
っ
と

整
え
た
り
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
々

に
も
親
し
ま
れ
る
石
碑
に
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

孝
子
伊
勢
松
の
碑
を

　
　

富
来
小
学
校
に
移
転
し
て
は

飲酒運転根絶に向けて　　
独自の施策はあるのか

― 警察署などと連携して推進しています ―

富来中学校跡地にある孝子伊勢松の碑

国東市議会だより 28号７



空き家バンク登録推進のため　
市営の位牌堂を造っては
― 考えたことはありません ―

秋國　良二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

空
き
家
の
現
況
、
登
録
実
績
及
び
成
約

状
況
は
。

政
策
企
画
課
長
―

　

物
件
の
登
録
実
績
は
11
月
末
日
現
在
41

件
で
19
件
の
成
約
で
す
。
市
内
の
空
き
家

は
１
５
０
件
を
調
査
し
ま
し
た
。
今
後
、

登
録
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

議
員

　

優
遇
制
度
を
他
市
と
差
別
化
し
て
Ｐ
Ｒ
を
。

政
策
企
画
課
長
―

　

補
助
事
業
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

荷
物
や
位
牌
を
置
い
て
い
る
た
め
に
登

録
が
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
営
の
位

牌
堂
を
造
っ
て
は
ど
う
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

　

利
用
登
録
者
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

政
策
企
画
課
長
―

　

追
加
の
お
知
ら
せ
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員

　

空
き
家
の
そ
の
後
の
数
の
把
握
は
。

政
策
企
画
課
長
―

　

平
成
22
年
以
降
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。

来
年
度
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
雇
用

し
て
調
査
、
把
握
、
デ
ー
タ
化
を
し
ま
す
。

議
員

　

人
口
減
少
防
止
策
と
し
て
の
空
き
家
の

活
用
方
法
と
国
東
市
に
転
居
し
て
も
ら
う

今
後
の
対
策
は
。

政
策
企
画
課
長
―

　

市
で
は
、
介
護
予
防
事
業
と
し
て
「
健

や
か
サ
ロ
ン
」
を
１
２
０
カ
所
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
空
き
家
や
空
き
施
設
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
団
体
が
あ
れ
ば
「
ま
ち
づ

く
り
公
募
補
助
金
事
業
」
に
応
募
を
、

「
疎
開
保
険
」
は
特
産
品
、
観
光
、
移
住

の
Ｐ
Ｒ
や
観
光
の
里
づ
く
り
の
推
進
に
、

内
容
や
取
組
後
の
状
況
を
調
査
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
農
地
情
報
、
就
職
情
報
、

空
き
家
情
報
、
利
用
で
き
る
補
助
事
業
の

内
容
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
整
備
し
、
詳

細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
員

　

地
区
内
に
あ
る
少
人
数
で
利
用
で
き
る

空
き
家
の
活
用
は
。

政
策
企
画
課
長
―

　

こ
れ
か
ら
先
、
検
討
し
ま
す
。

議
員

　

就
農
希
望
者
の
方
に
は
、
農
業
法
人
な
ど

と
連
携
し
て
、
農
地
と
空
き
家
を
セ
ッ
ト
に

し
て
貸
し
出
す
方
法
は
取
れ
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

就
農
サ
ポ
ー
ト
会
議
を
県
東
部
振
興
局

と
市
農
政
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
就
農

希
望
内
容
を
把
握
し
定
住
、
移
住
に
つ
な

げ
ま
す
。

議
員

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
一
目
見
て
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
が
分
か
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
今

後
整
備
し
ま
す
。

空き家バンクのホームページで登録物件を検索できます

空
き
家
を
活
用
し
、

　
　
　
　

人
口
減
少
の
防
止
を

８



５歳児健診の検討は　　　
どうなっているか

― ２５年度実施に向け関係機関と検討したい ―

吉田眞津子 議員（市民改革クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

５
歳
児
健
診
の
検
討
経
過
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

市
民
健
康
課
長
―

　

５
歳
児
健
診
の
実
施
は
、
発
達
障
が
い

児
の
早
期
発
見
、
早
期
適
正
支
援
に
つ
な

げ
る
も
の
で
、
大
変
重
要
な
健
診
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
課
内
会
議
を
開
き
、
大
分

大
学
小
児
学
科
教
授
や
市
民
病
院
小
児
科

医
の
助
言
を
受
け
、
平
成
25
年
度
実
施
に

向
け
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
健

診
の
対
象
は
５
歳
に
な
る
幼
児
全
員
で
、

各
支
所
単
位
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

議
員

　

業
務
量
が
大
幅
に
増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
心
配
す
る
が
、
保
健
分
野
だ
け
で
対

応
す
る
の
か
。

市
民
健
康
課
長
―

　

保
健
分
野
だ
け
で
は
、
限
り
が
あ
り
ま

す
。
現
在
の
作
業
部
会
は
、
保
健
所
、
福

祉
事
務
所
、
学
校
教
育
課
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
、
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
か
ら
14
人
で
立
ち
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
方
た
ち
に
引
き
続
き
協
力
を
お

願
い
す
る
つ
も
り
で
す
。

議
員

　

広
報
活
動
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
健
康
課
長
―

　

保
護
者
に
は
直
接
通
知
し
、
市
報
や
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

も
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

５
歳
児
健
診
に
つ
い
て
の
講
演
会
実
施
も

考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

国
東
市
の
障
が
い
者
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
か
。
ま
た
、
合
併
後
に
虐
待
の
事
実
は

あ
る
か
。

福
祉
事
務
所
長
―

　

障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人

は
、
昨
年
３
月
末
現
在
で
２
，５
１
０
人
で

す
。
ま
た
、
虐
待
が
疑
わ
れ
た
事
例
は
、

相
談
支
援
事
業
所
な
ど
か
ら
数
件
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

議
員

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
市
町
村
に

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
国
東
市
の

設
置
経
緯
と
運
用
に
つ
い
て
は
。

福
祉
事
務
所
長
―

　

福
祉
事
務
所
の
障
が
い
福
祉
係
内
に
当

該
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
で
は
、
障
が
い
者
虐
待
の
相
談
、
通
報

の
窓
口
と
な
り
ま
す
。
通
報
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
聞
き
取
り
を
行
い
、
課
内
で
初
動
対

応
を
決
め
ま
す
。
家
族
の
場
合
は
自
宅
訪

問
し
て
安
全
確
認
、
生
命
や
身
体
の
安
全

が
必
要
な
場
合
は
障
害
者
支
援
施
設
と
連

携
を
取
り
対
応
し
ま
す
。

市
の
障
が
い
者
虐
待
防
止
対
策
は

※

※

５
歳
児
健
診

　

３
歳
児
健
診
で
は
診
断
で
き
な

か
っ
た
発
達
障
害
な
ど
を
早
期
に

発
見
し
、
速
や
か
に
家
庭
を
支
援

し
て
ス
ム
ー
ズ
な
就
学
へ
導
く
こ

と
が
目
的
。
必
要
に
応
じ
て
、
専

門
医
の
再
診
察
を
実
施
し
、
教
育

委
員
会
・
福
祉
事
務
所
・
保
健
師

な
ど
の
関
係
機
関
や
多
職
種
が
支

援
を
し
て
い
く
。

　

現
在
、
大
分
県
で
は
竹
田
市
や

津
久
見
市
な
ど
10
市
町
が
実
施
し

て
い
る
。

用 語 解 説用 語 解 説

国東市議会だより 28号９



市民病院の工事の遅れは
― 西病棟の全面改修と夜間工事が原因 ―

一丸　政春 議員（新世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

市
民
病
院
の
完
成
は
２
月
末
ご
ろ
と
な

っ
た
が
、
遅
れ
が
出
た
原
因
は
。

市
民
病
院
事
務
部
長
―

　

西
病
棟
の
病
室
の
全
面
的
な
改
修
と
入

院
患
者
へ
３
食
を
提
供
し
な
が
ら
の
夜
間

の
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
工
事
騒
音
を
抑

え
る
工
法
へ
の
変
更
に
よ
り
期
間
を
要
し

ま
し
た
。

議
員

　

入
札
会
で
市
内
８
社
が
工
期
内
に
完
了

が
難
し
い
と
辞
退
し
た
外
構
工
事
が
、
な

ぜ
清
水
と
菅
組
の
共
同
体
で
工
期
内
に
で

き
る
の
か
。

市
民
病
院
事
務
部
長
―

　

外
来
患
者
の
駐
車
場
が
２
カ
月
余
り
で

で
き
た
こ
と
や
一
貫
し
て
工
事
を
す
れ

ば
、
年
度
内
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
が
可

能
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

　

こ
の
遅
れ
は
そ
う
小
さ
い
事
柄
じ
ゃ
な

い
。
市
の
発
注
す
る
工
事
が
遅
延
し
た
と

き
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
な
い
の
か
。

副
市
長
―

　

工
事
業
者
の
責
任
で
は
な
く
、
協
議
し

て
変
更
に
な
っ
た
工
期
の
中
で
仕
上
が
っ

た
も
の
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

議
員

　

佐
藤
事
業
管
理
者
は
、
市
民
病
院
に
着

任
し
て
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
て
い
る

か
。

事
業
管
理
者
―

　

新
し
い
病
院
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
医
師
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
医
師
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
の
確

保
も
大
変
な
状
況
で
、
２
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
す
る
院
内
保
育
の
大
き
な
目
当
て
は
看

護
師
の
確
保
で
す
。

議
員

　

整
形
外
科
も
減
り
、
産
婦
人
科
も
な
く

な
り
、
医
者
の
確
保
が
で
き
て
い
く
の
か

と
い
う
心
配
が
あ
る
。

事
業
管
理
者
―

　

大
分
大
学
に
地
域
枠
が
で
き
地
域
医
療

を
専
門
に
す
る
医
者
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
あ
と
数
年
後
に
は
地
域

医
療
の
医
師
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
国
東
市
も
医
学
生
奨
学
金
を
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
一
助
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
や
産
婦
人
科
は
開
設
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
根
本
は
内
科
と
か
地
域

医
療
を
す
る
医
者
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

事
業
管
理
者
の
方
針
は

工事中の市民病院（平成25年１月９日撮影）
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支所の改築、新築などは　　
今後計画されているか

― 現時点では検討していない ―

唯有　幸明 議員（創世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

本
庁
舎
の
建
設
は
決
ま
っ
て
い
る
が
総
合

支
所
の
改
築
、
新
築
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
は
基
本
的
に
は
現
場
を
持
た
な
い
総
合

窓
口
と
し
、
施
設
運
営
管
理
計
画
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　

支
所
の
人
員
配
置
は
適
正
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

毎
年
度
業
務
の
検
証
を
し
ま
す
。

議
員

　

消
防
国
見
出
張
所
を
国
見
総
合
支
所
と

併
設
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
の
際
、
住
民
票

や
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
窓
口
業
務
を
消
防

職
員
で
対
応
し
て
は
。

消
防
長
―

　

仮
に
総
合
支
所
に
出
張
所
を
併
設
し
た

場
合
に
は
、
事
務
分
掌
権
限
の
移
管
な
ど

の
整
理
が
で
き
れ
ば
対
応
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

議
員

　

10
月
15
日
に
人
身
死
亡
事
故
が
起
き

た
。
そ
の
後
の
行
政
の
対
応
は
。

総
務
課
長
―

　

国
東
警
察
署
の
報
告
を
受
け
て
防
災
行

政
無
線
で
市
内
全
域
へ
安
全
運
転
へ
の
励

行
と
歩
行
者
の
事
故
防
止
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

議
員

　

旧
道
妙
見
ト
ン
ネ
ル
を
歩
行
者
、
軽
車

両
用
ト
ン
ネ
ル
に
で
き
な
い
か
。

土
木
建
築
課
長
―

　

国
道
の
国
見
ト
ン
ネ
ル
と
妙
見
ト
ン
ネ

ル
で
は
５
０
０
ｍ
前
後
距
離
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
厳
し
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
、

国
道
２
１
３
号
線
の
安
全
対
策
を
考
え
れ

ば
国
道
管
理
者
、
警
察
署
、
地
元
市
民
の

意
見
も
聞
き
ま
し
て
人
や
車
両
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員

　

高
齢
者
の
事
故
予
防
の
た
め
に
免
許
証

返
納
の
対
策
は
。

総
務
課
長
―

　

国
東
自
動
車
学
校
で
免
許
更
新
の
際
、

適
正
検
査
、
実
写
診
断
と
指
導
、
認
知
機

能
検
査
な
ど
の
高
齢
者
講
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。

議
員

　

県
の
施
策
で
返
納
し
た
人
を
対
象
に
運

転
経
歴
証
明
書
を
発
行
し
、
サ
ポ
ー
ト
加

盟
店
で
の
特
権
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制

度
が
あ
る
が
国
東
市
内
に
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長
―

　

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員

　

月
に
２
、３
回
タ
ク
シ
ー
券
の
半
額
補
助

券
を
出
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長
―

　

県
内
の
市
町
村
で
は
４
市
ほ
ど
対
策
を

と
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
内
の

　
　

交
通
安
全
対
策
を
十
分
に

各総合支所も老朽化しています（写真は国見総合支所）
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高齢者の地域医療対策は
― 関係機関と連携をとり充実を図っていきたい ―

明石　和久 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　

Ｕ
タ
ー
ン
や
I
タ
ー
ン
を
し
た
方
々
の

不
安
材
料
は
高
齢
に
な
っ
た
時
の
医
療
で

あ
り
、
ま
た
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
と
買
い
物
で
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
市
と
し
て
高
齢
者
対
策
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
民
健
康
課
長
―

　

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
タ
ー
ン

や
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
の

方
も
含
め
重
要
な
問
題
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
、
医
学
生
の
奨
学
金
制
度
を
創

設
し
、
市
民
病
院
や
医
師
会
、
関
係
機
関

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
医
師
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
が
市
内
３
地
区
で
行

っ
て
い
る
僻
地
巡
回
診
療
の
継
続
や
保

健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
が
連
携
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
現
在
構
築
中
で
、
今
後
そ
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
路
線
バ

ス
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
配
達
可

能
な
店
の
紹
介
、
移
動
販
売
事
業
を
計
画

し
て
い
る
事
業
へ
の
支
援
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

議
員

　

買
い
物
弱
者
に
対
す
る
支
援
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

政
策
企
画
課
長
―

　

県
の
事
業
と
し
て
小
規
模
集
落
を
対
応

と
し
た
買
い
物
弱
者
を
支
援
す
る
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
こ
の
事

業
に
参
画
し
て
い
る
事
業
者
は
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
こ
の
事
業
を
し
た
い
と
い
う
方

が
い
ま
し
た
ら
十
分
な
支
援
は
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　

大
分
県
は
住
宅
手
当
の
廃
止
を
決
定
し

た
が
、
来
年
度
予
算
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。
市
の
方
向
性
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
―

　

県
職
員
は
平
成
25
年
か
ら
経
過
措
置
を

設
け
て
27
年
４
月
か
ら
廃
止
と
い
う
決
定

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
の
他
市
の

状
況
に
つ
い
て
は
現
状
の
ま
ま
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
今
後
と
も
県
下
の
情
勢
を

見
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
、
「
国
東
市
内
の
道
路
環
境
整

備
に
つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

平成24年３月から運行が開始されたコミュニティタクシー

持
ち
家
住
宅
手
当
の
廃
止
の
考
え
は
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旧国東中学校跡地を芝生運動公園に
― スポーツ推進計画を策定する中で検討したい ―

堤　康二郎 議員（創世会）一 /般 /質 /問

議
員

　

旧
国
東
中
学
校
の
跡
地
に
消
防
本
部
の

誘
致
を
要
望
し
て
き
た
が
、
道
路
整
備
な

ど
に
多
く
の
経
費
が
か
か
る
な
ど
５
つ
の

理
由
で
消
防
署
は
で
き
な
い
と
い
う
回
答

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
市
有
地
の
有
効
活
用

と
し
て
太
陽
光
発
電
事
業
に
取
り
組
み
た

い
と
提
案
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
。

財
政
課
長
―

　

リ
ー
ス
方
式
の
太
陽
光
発
電
の
場
合
、

た
だ
単
に
土
地
を
貸
す
よ
り
も
何
倍
も
の

収
入
が
見
込
ま
れ
、
今
後
の
財
政
運
営
の

一
助
と
な
り
う
る
と
考
え
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
地
元

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

議
員

　

人
が
集
ま
り
、
地
域
が
活
性
化
す
る
よ

う
な
跡
地
利
用
と
し
て
、
市
内
に
無
い
４

０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
の
取
れ
る
芝
生
運
動
公

園
を
造
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
―

　

平
成
25
年
度
に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

に
ま
た
が
る
総
合
的
な
国
東
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

　

学
校
教
育
の
中
で
の
道
徳
教
育
の
具
体

的
な
内
容
は
。

教
育
長
―

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
１
つ
は

主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
、
２

つ
目
は
ほ
か
の
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る

こ
と
、
３
つ
目
は
自
然
や
崇
高
な
も
の
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
４
つ
目
は
集
団
や

社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
を
中
心

に
道
徳
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　

学
校
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
が
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
夏
休
み
の
ラ
ジ

オ
体
操
や
社
会
に
出
て
か
ら
困
る
の
で
は
と

考
え
る
。
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

学
校
教
育
課
長
―

　

夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
市
内
全
小
学

校
で
実
施
し
て
お
り
、
事
前
に
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
十
分
に
で
き
て
い
る
と
は
言

え
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
体
力
向

上
や
健
康
増
進
、
地
域
の
人
と
の
絆
作
り

の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　

新
学
習
指
導
要
領
の
制
定
に
よ
り
、
小

学
校
低
学
年
で
週
２
時
間
、
高
学
年
で
１

時
間
授
業
が
増
え
た
と
聞
く
が
現
在
の
状

況
は
。

学
校
教
育
課
長
―

　

今
回
の
改
訂
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生

き
る
力
を
具
体
的
に
定
義
し
て
お
り
、
１

点
目
が
基
礎
、
基
本
を
着
実
に
身
に
付
け

る
確
か
な
学
力
、
２
点
目
は
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
、
３
点
目
が
健
康
や
体
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
う
た

い
、
時
間
数
は
増
え
た
が
子
ど
も
の
実
態

に
応
じ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
指
導
は

　
　
　
　
　
　

実
施
し
て
い
る
か

安岐町下山口地区の夏休みラジオ体操

新
学
習
指
導
要
領
の
状
況
は

道
徳
教
育
の
具
体
的
な
内
容
は

国東市議会だより 28号13



　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
承
認
１
件
、
議
案
３

件
、
請
願
1
件
の
計
５
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
12
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
消
防
長
お
よ
び
関
係
課
長
な
ど
の

出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
各
議
案
と

も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
第
３
号

「
伊
方
原
発
の
再
稼
動
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
つ

い
て
は
、
紹
介
議
員
の
出
席
を
要
請
し
、
請
願
の
趣
旨
説

明
を
求
め
た
後
に
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
・
11
の
福
島
の
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
ひ
と
た
び
震
災

が
起
こ
れ
ば
大
変
危
険
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
早
急
に
原
子
力
発
電
に
代
わ
る
代

替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
構
築
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
目
途
も
立
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
現
在
、
原
発
停
止
に
よ
る
電
力
を
補
っ
て
い
る
化

石
燃
料
に
よ
る
発
電
で
は
電
力
不
足
も
慢
性
的
に
な
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
発
電

コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、
九
州
電
力
も
電
気
料
金
の
値
上

げ
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
上
、
化
石
燃

料
に
よ
る
発
電
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
一
因
に
も
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
原
子
力
発
電

を
止
め
て
し
ま
う
と
我
々
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
、
伊
方
原
発
の
再
稼
動
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
調
査
・
検
討
に
入
っ
て
い
き
、
十
分
安

全
性
が
確
認
さ
れ
た
上
で
の
再
稼
動
と
い
う
事
で
す
の

で
、
ま
ず
は
原
子
力
規
制
委
員
会
で
の
、
今
後
の
検
討
の

経
過
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
段
階
で
結
論
を
出

す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
審
査
が
必
要

で
あ
る
と
の
事
で
、
い
ず
れ
も
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
致

し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
承
認
１
件
、
議
案
３

件
、
請
願
1
件
の
計
５
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
13
日

に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
な
ど
の
出
席
説
明
を
求

め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
承
認
、
各
議
案
と
も
、
採
決

に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

承
認
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
４
号
「
身
体
障
が
い
者
福
祉
給
付
金
を
求
め
る

請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
に
あ
た
り
、
参
考
人
の

出
席
を
要
請
し
、
請
願
の
趣
旨
説
明
を
求
め
た
後
に
審
査

し
ま
し
た
が
、
な
お
審
査
に
日
時
を
要
す
る
た
め
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
致
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
12
月
13
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出

席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
96
号
「
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）の
関
係

部
分
」
の 

８
款
土
木
費
、
２
項
道
路
橋
梁
費
、
４
目
道
路

新
設
改
良
費　

市
道
武
蔵
港
線
に
つ
い
て
、
「
土
地
購
入

費
等
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
路
線
の
関
係
者
全
員
の
同

意
を
得
た
う
え
で
執
行
す
べ
き
で
あ
り
、
同
意
が
な
い
場

合
は
、
事
業
の
進
捗
を
考
え
慎
重
に
対
応
す
べ
き
」
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
款
土
木
費 

７
項
住
宅
費 

１
目
住
宅
管
理
費 

15
節
工
事
請
負
費　

不
良
住
宅
解
体
工
事
に
つ
い
て
、

「
花
山
団
地
を
含
め
た
市
営
住
宅
に
あ
る
老
朽
化
し
危
険

な
住
宅
に
つ
い
て
は
、
市
有
地
の
有
効
利
用
な
ど
を
考

え
、
解
体
や
転
居
な
ど
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
」
と
い

う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　

各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員
異

議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
第
５
号

「
宅
配
事
業
補
助
金
の
継
続
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま

し
て
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
請
願
に
は
、
国
見
町
が
過
疎
、
高
齢
化
に
よ

り
宅
配
支
援
事
業
が
必
要
で
あ
る
と
う
た
っ
て
お
り
ま
す

が
、
国
東
市
全
体
で
も
、
過
疎
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
国
東
市
商
工
会
に
お
い
て
、
地
域
限
定
で
な
く
市
全

体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
前
提
に
事
業
を
展
開
し
て
い

た
だ
く
よ
う
意
見
を
付
し
ま
す
。

月
定
例
会
委
員
会
報
告

　

月
定
例
会
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

木
田　

憲
治

委
員
長　

一
丸　

政
春

文
教
厚
生
常
任
委
員
会委

員
長　

木
付　

親
次

1212
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●専決処分の承認を求めることについて（国東市病院事業の設置等に関する条例の一部改正）

●専決処分の承認を求めることについて（平成24年度国東市一般会計補正予算第6号）

●専決処分の報告について(和解及び損害賠償の額を定めることについて）【６件】

●平成24年度国東市一般会計補正予算(第7号）

●平成24年度国東市介護保険事業特別会計補正予算

　（保険事業勘定第2号　介護サービス事業勘定第2号）

●平成24年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

●平成24年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第2号）

●国東市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

●国東市暴力団排除条例の一部改正について

●訴訟上の和解について

●伊方原発の再稼動に反対する意見書の提出を求める請願

●身体障がい者福祉給付金を求める請願

●宅配事業補助金の継続を求める請願

【市長提出議案】

●国東市議会会議規則の一部改正について

●国東市議会委員会条例の一部改正について

●国東市議会等の調査及び公聴会に出頭する者の実費弁償に関する条例の一部改正について

【議員発議】

議案等議決結果一覧
平成24年第４回定例会（平成24年11月30日～12月18日）

・・・ 承認

・・・・・・ 承認

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・継続審査

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・継続審査

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・採択

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 原案可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 原案可決

・ 原案可決

　現在、国東市議会では議会基本条例の制定を
めざして協議を重ねています。11月30日、「議
会基本条例・議会改革に関する議員研修会」を
開催しました。東京財団研究員の中尾修さんを
講師に招き、「全国に広がる地方議会改革̶地

方自治法を使いこなせ̶」の演題で講演。中尾
さんは、全国で初めて議会基本条例を制定した
北海道栗山町議会で当時、議会事務局長として
議会を支えた方です。
　研修では、議会報告会を開催し、住民への徹

底した情報公開と意見聴取を
行うことは、議会が二元代表
制を担ううえで必要不可欠と
いうこと、また、議会基本条
例は住民が利用しやすいよう
に制定しなければならないこ
となどを話されました。
　市議会は、平成25年４月の
条例制定を目指し、現在最終
調整をしています。

地方議員改革について研修

議会基本条例制定を前に 議員研修会を開催議員研修会を開催
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山梨県都留市で事業仕分けの説明を受ける総務委員

総務常任委員会  １０／２３～２５
静岡県熱海市・山梨県都留市

　10月23日から25日にかけて、静岡県熱海市と山梨県
都留市において行政視察を実施しました。
まず、静岡県熱海市を視察しました。熱海市は、市庁
舎に消防本部庁舎を合築して建設する基本構想を策定
しました。庁舎と消防庁舎の合築は、市民サービスの
面や経済的効果が高いと感じました。同じ庁舎に居る
事で、火災、救急の情報を市役所がいち早く入手でき、
防災無線の放送や消防団の招集など行政との相互の支
援体制が円滑になるなど合築のメリットは大きいので
はないかと思いました。

　今後の庁舎建設において、市庁舎内に本部機能が入
るだけでも効果が大きいのではないかと思われます。
また、次に来る国見出張所の建設についても、総合支
所との併設はメリットがあるのではないかと感じると
ころです。
　次に、山梨県都留市を視察しました。都留市は、①
市民に市の事業の内容を見せる事、②新しい事業につ
いて市民と協同していく事を基に行財政改革を進めて
いく、③既存の事業の見直し、選択と集中を図ること
で市民と行政による地域経営を実施する為に、事業仕
分けを実施しています。
　事業仕分けは、無駄を省く、あるいは事業を止める
ための手段ではなく、合理的に、効果的に事業を行う
ことであり、副次的な効果として、市民が事業の具体
的内容や税金の使い方を知る、行政職員自らの問題意
識を高めるなどの内部改革に役立つことなどがあげ
られます。
　私共議員もさらなる研鑚が必要であると感じた研修
でありました。

委員長 木田　憲治

校庭芝生化“磐田方式”を実感する文教厚生委員

文教厚生常任委員会  １０／２４～２６

レ ポ ー ト
静岡県伊豆市・静岡県磐田市・愛知県みよし市

　当委員会は、静岡県伊豆市、磐田市、愛知県みよし市
の３市で視察を行いました。
　伊豆市の婚活サークル「ｉリーグ」の取り組みは、携
帯電話での会員登録により、イベント情報の受信ができ
るというものです。現在１，４１６人の会員と市内12人の
既婚のボランティアスタッフで企画運営し、これまでに
24回のイベントが開催され、７組の成婚がありました。
結婚を意識し過ぎず気軽に出会いを楽しむ場とすること
を目的とし、女性会員の中には再度友人を誘ってイベン
トに参加するなど“伊豆市のファンクラブ”的な要素か
ら毎回のイベントには定員を上回る応募があり来訪者を
増す点でも効果が大きい印象を受けました。
　今後は、ＮＰＯ団体や市内企業などとの連携を図り、会
員自らも企画運営をする流れにしていきたいとのことで
した。
　事務局の人件費を別として市の予算は一切支出されて
おらず、登録料、会費も無料で飲食代などの実費を除く
と料金をかけない運営など婚活に取り組む国東市におい
ても参考になる取り組みだと感じました。
　磐田市の校庭の芝生化を研修し、芝生の通気作業時に
抜き取られる廃棄芝を再利用して芝生化を行う「磐田方
式」と安価で施工できる独自工法を知りました。

　校庭芝生化のメリットとしては、外遊びの回数が増え
る、ケガの減少、軽症化、砂塵の軽減、夏季の気温上昇
抑制などがあり、国東市でも、スポーツ推進基本計画を
策定する上で校庭、グラウンドの芝生化を計画に入れ実
施を期待するところです。
　みよし市では、新庁舎建設について研修を行いました。
環境配慮と免震構造対策、スペースの有効活用方法、市民
からのパブリックコメントを聴取するなどしていました。
　この３日間で共通することは「市民のための目線で考
える」ということであると感じました。この視察で得た
成果を、今後の国東市政と国東市新庁舎建設に活かして
行きたいと思います。

委員長 木付　親次

あた  み

い　ず いわ　た

つ　る
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幸田町議会で議会だより編集について質問する広報委員

行 政 視 察  
京都府木津川市の議場を見学する議会運営委員会

議会運営委員会  １１／７～８
京都府長岡京市・京都府木津川市

　11月7日に、京都府長岡京市で「議会基本条例」、京
都府木津川市で「庁舎建設」について行政視察を実施
しました。長岡京市は、「議会基本条例」を議会運営
委員会の中で検討を重ね、会派での協議を経て策定し
ました。この条例は、議会の方向性を示した「理念型」
の条例であるため、具体的な改革項目については、条
例制定後の現在でも検討しており、全議員の総意で作
成を目指したために、議員それぞれの考えや価値観が
あるため、改革項目を一つひとつ決めていくのは難し
い状況だということです。
　本市議会でも、議員全員が条例について共通認識を
持つことが大切であり、改革項目の実行と全議員の理
解度を深めることが必要であると思います。
　木津川市の庁舎建設は、３町合併前の旧木津町時代
に庁舎の老朽化や耐震化、バリアフリー化などの理由
で建て替えの検討を開始しています。庁舎の位置は、
交通の便、地理的に市の中央に位置した所にあり異論
はなかったそうです。事業費は約36億円でした。
　議会棟の特徴は、障がい者に配慮して議場をフラッ

トにしています。しかしながら、本会議以外に会議室
として使用された実績はなく、有効活用がされていま
せん。また、議員控室である会派室に窓がないなどの
問題点がありました。利用しやすい施設にするために
は、市執行部と議会棟の設計について十分にすり合わ
せをして協議を重ね、設計に反映していかなければな
らないと痛感しました。

委員長 吉水　國人

議会広報編集特別委員会  １１／１３～１４
愛知県小牧市・愛知県額田郡幸田町

　小牧市議会では議会だより、議会のケーブルテレビ
中継とインターネット中継について、また幸田町議会
では、議会だよりの編集について研修を行いました。
　小牧市ではケーブルテレビ中継もインターネット中
継も行っていますが、ケーブルテレビの加入率は50％
もなく、視察研修を通じて、国東市における95％にも
達するというケーブルテレビの普及率を大変ありがた
く感じました。また、開かれた議会を目指していくと

き、限られた予算、費用対効果も考慮するなか、ネッ
ト中継がどれだけの役割を果たすのかと考えさせられ
ました。世界中に広がるネット社会ではありますが、
国東市ではケーブルテレビを通してほとんどの家庭で
議会を見ることができます。小牧市の場合、映像配信
システムや映像配信システム借上げに450万円がか
かったという説明を受けましたが、国東市の場合、市
民以外の人に高額な予算を使ってのネット中継は、
もっと財政に余裕が見られるようになってからでも
いいのではないか。もちろん市民もネット中継をすれ
ば利用する方もあるとは思いますが、市民以外の方へ
の情報提供と捉えたとき、市民からの高額の税金を投
ずることに疑問を感じてしまいました。
　一方、同時にいつでも、どこでも見ることのできる
「議会だより」の発行には、これまで以上の研鑽を積
まなければならないと強く感じました。特に、全国町
村議長会主催「議会広報紙コンクール」で、近年上位
入賞をされている幸田町議会から指摘のあったことに
ついては、重く受け止め、早速、議会広報編集特別委
員会の中で協議をして改めていきたいと考えていま
す。

委員長 伊牟田　洋史

ながおかきょう き　づ　がわ

こ  まき ぬか　た こう　たちょう
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実施日と実施会場

6．議員定数について（％）

　自由意見

議会報告会で実施したアンケートの結果です

4．議会広報紙「議会だより」は読みやすいですか（％）
読みやすい
35.5

まあまあ読みやすい
53 .2

読みにくい
6.5

内容を変えるべき
0

未回答
4.8

【具体案があれば】●視覚に訴える写真、図式などの掲載を

5．９月議会からケーブルテレビで本会議も中継されるようになりましたが、
　　放送を見ましたか。（一般質問は以前から放映中）（％）
すべて見た
11.3

少し見た
77.4

全く見ていない
9.7

知らなかった
1.6

未回答
0

定数を増やすほうが良い
0

現状の定数で良い
45.2

少し削減すべき
40.3

その他
9.7

未回答
4.8

【意見】●議会中に寝ている議員さんが気になります

国見会場…11月21日（水） 18：00～ 国見町生涯学習センター　みんなんかん【参加者38人】
国東会場…11月15日（木） 18：00～ アストくにさき　マルチホール　　　　【参加者13人】
武蔵会場…11月21日（水） 18：00～ 武蔵保健福祉センター　　　　　　　　【参加者８人】
安岐会場…11月15日（木） 18：00～ 安岐総合支所　204会議室　　　　　　【参加者14人】

●議員さん方の答弁から、よく勉強されていることが分かった。大変意義ある集会であったと思う。区長
として区民に声をかけて参加してもらった。
●安岐町下原で都市ガスが使えるようにしてください。（業者に工事の補助金を出すとか）。国東ではガス
管が破損するような大きな地震は起きないと思います。また、破損しにくいガス管もあるはず。田舎の
良いところは物価が安いことだと思いますが、ガス代が高かったらそのメリットも帳消しになり、居つ
く人も少なくなると思います。（特に若くて所得の低い人は）。税収を増やすには住民を増やすことが第
一で、住民を増やすためには国東で暮らすことがほかの所で住むよりも多くのメリットがあるようにし
ないとだめだと思います。
●議員定数はそのままで良い。歳費の減少を。
●議会中継時に姿勢（態度）が悪い。服装もだらしなく反り返っている。議員の自覚があるのか？１秒で
も税金！！品格を疑う。

●要望したことができるよう期待します。
●一般参加ができるいい報告会なので、もっと参加者があると良いと思った。
●報告会の時間を１時間半くらいにするべきである。２時間は長すぎる。決算状況の説明は不要である。
●大変良いと思いますが、参加者が少ないのが残念です。

●人口が減少しているから ●職務の内容により考慮すべき ●分からない ●給料を下げるよう望む
●何を基準にするか。地域性からすれば多いほうが良い。給与からすれば少ないほうが良い。
●役に立ってない議員が多いといわれることが度々ある現状と、経費節減の必要がますます叫ばれ
ている現状では大幅削減の方向性を打ち出すべきであることが世の中の趨勢（すうせい）である
ことは自明の理である。安岐４名、武蔵２名、国東５名、国見２名の計 13 名でOK。議員定数
の設定については、民意の反映は絶対条件と思われる。
●現状の定数で良い。市民の声を広く受け止めることが可能。

【意見】

会のまとめ
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昨年11月に市内４会場で実施した議会報告会にご来場いただき、
ありがとうございました。
報告会のまとめを市議会だよりでお知らせいたします。

1．議会報告会は必要と思いますか（％）

回答率
参加者

73 人
回答数

62 人
回答率（％）

84.9

未回答
3.2

必要ない
1.6

ある程度行うべき
41.9

絶対に行うべき
53.2

アンケートの　　

【意見】●合併前に片付いていない問題の発掘

2．国東市議会は良い方向に変わってきているか（％）
未回答
1.6

悪くなった
3.2

あまり変わらない
19.4

以前に比べ良くなった
75.8

【意見】●不明　●未だよく分からない、判断困難

3．「議会基本条例」そのものがあることを知っていましたか（％）
未回答
3.2

知らなかった
56.5

なんとなく聞いた事がある
22 .6

知っていた
17.7

3．⑴知っていたと答えた方にお伺いします（人）
どちらでも良い

6
国東市は必要ない

0
国東市も必要である

1 8

アンケート結果

●市民がもっとたくさん参加してほしい。そのためには各区ごとに動員をかけても良い。議員を選んだ責
任があると思う。
●意義ある報告会だったと思います。ありがとうございました。
●幅広く市民が参加できるよう考えてもらいたい。もう少し分かりやすい説明がほしい。
●国東市の人口は減少している。大きな庁舎も必要ない。市の職員も減少してほしい。
●多くの質問があり、それをそれぞれ丁寧に回答していただいたのでとても勉強になりました。今回のよ
うな形式の報告会はとても良かったと思います。
●議員研修などを通じ、議会の資質の向上が図られており心強く思っております。より良い議会運営を期
待しております。
●各会派の活動テーマについて、もう少し具体的に聞きたかった。
●若者が働く企業をお願いします。
●一議員の議会のモラル（態度）が悪い。（ケーブルテレビに映る）。みんな見ている。
●受付で氏名、住所を記入した。市政報告会、地区人権学習会などでも取り組んでほしい。
●支所の課長、係長なども参加できないか。
●市税、住宅使用料の滞納に目を向け、住宅資金貸付未納の督促を。

議会報告 特集
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　人口増加は、大変厳しいです。地元で働く場の確保が大事です。現
況は減少の食い止めに努めていきます。12 　市の人口を増やす対策を進めて

もらいたい。

13
　住んでいる地区の高齢化率は
50％を超えている。年寄りの単身
家庭も多くなり、何らかの対策が
必要なのでは。

　若者定住策として「くにさき婚活応援団」などの施策を行ってい
ますが、高齢化率を下げるのは難しいです。健やかサロンなどをご
利用ください。

15
　５会派は、それぞれどのような
テーマで勉強会を開いているの
か。

　会派は、同じ考えをもった議員のグループで、議員相互で調査・研
究を行い政策提言などを行います。定期的に市内各団体との意見交
換および現地の状況把握などを行っています。

16
　国見地区は特に市外地なので、
議員さん方には色んな意味で目を
向けていただきたい。

　国東市全体の均衡ある発展の為、力を注いでいます。

17
　議会報告（ケーブルテレビ）で、
議員の中で一言も意見・質問をし
ない議員があるが。

　ご質問のとおりいます。

18
　天神橋の上の「ハタ」の意味がわ
からないので説明をお願いした
い。

　国東半島芸術祭の宣伝の為の旗です。

19
　西村～西方寺線の市道だが、５
本の橋が架かっている。そのうち
の３本の橋が老朽化している。調
査をお願いしたい。

　市道に架かる橋の長寿命化対策として、今年度から調査に入り老
朽化の度合いにより順次改修を施行していきます。

20

　家の前の道路を、道幅いっぱい
の大型トラックが通り軒に突っか
けたが、運転手が降りて来て事実
を確認したがそのままである。家
にいるのが不安です。対策をお願
いします。

　執行部のほうで現地確認および対応をするように連絡をいたし
ます。

14
　犬の放し飼いをもう少し取り締
まってほしい。全体的に「人」の教
育をお願いしたい。善・悪の心のあ
り方などを。

　環境衛生課が市報などで啓発しています。本人のモラルの問題で
あり、大人に教育するのは難しいと思われます。児童・生徒には、学
校教育の中で教えています。また、国東市の市民憲章ができるので、
市民の自覚を期待したいと思います。

議会報告会のまとめ特集 20



回　答意見や質問
■国見会場
No.

１
　合併10年後には、交付税が段階
的に減額されるが、議員定数と報
酬についてはどのように考えてい
るのか。 　先般、10月16日、定数に対する意見交換会において市内各種団

体の代表者の皆様から、いろんなご意見をお聞き致しました。議会
といたしましては、定数・報酬問題につきましては、十分議論してい
きます。議員定数については平成25年6月の条例制定に向けて検
討しています。

　庁舎建設資金は合併特例債を財源としますので、事業費の3割が
市の負担です。

　滞納未収金について、平成24年4月1日の機構改革により「債権
回収対策室」を新設し、選任体制で積極的に徴収を行っています。

　空き家改修制度として、30万円以上の改修費用で2分の１の補
助金があります。ただし、補助金の限度額は50万円までです。

　防災無線機については、修理および新品の取り替えを行っていま
す。

　議員間討議による、政策提言は今後積極的に行っていきます。「国
東市空き家等の適正管理に関する条例」は議会からの提言により制
定されたものです。

　観光については、常に情報発信を行っています。さらに企業誘致
については、経済状況の厳しい中ではありますが努力をいたしてい
ます。第1次産業の振興につきましては、市・農業団体・生産者など
と努力をいたします。

　平成24年度も予算計上を行っており、必要により設置します。

　議会の新庁舎建設に関する調査特別委員会では、建設場所につい
ては議論をいたしません。建設に関し可能な限り最小の経費で建設
できるよう、執行部に働きかけを行っています。

4
　市庁舎の建設が進められようと
している。建設資金の内、国東市の
持ち出しはどれくらいになるのか。

5
　市庁舎の建設に関し、議会に検
討委員会が設けられていると聞い
ているが、現状は。

6
　市民税の未収金が多いと説明が
あったが、未収金に対しての徴収
はどうしているのか。

8
　防災無線が壊れている家庭があ
るが、修理か新しく設置するか、返
答をお願いしたい。

10
　議員による政策提言（案）は良い
ことであるが、本年度これまでの
提言の状況はどうであったか。

11
　国東市の活性化について、観光・
企業誘致・第1次産業の再生等につ
いての具体策は。

２ 　議員定数は現在のままでよい
が、給料を下げてください。

3 　議員定数の削減の案は何名と考
えているのか。

7 　海抜表示板設置後の追加設置は
どうなっているのか。

9 　空き家を処理するのに市より補
助金は出せないのか。

意見・質問と回答
議会報告会で出された意見や質問とそれに対する回答を会場別にお知らせします。

〈国見会場〉
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回　答意見や質問
■武蔵会場
No.

　場所については、地域のエゴが出ないようにその選定を第三者（専
門家委員会）に任せています。議会としては建物の議会部分に関する
事等については検討していくように特別委員会を立ち上げています。

　専門家委員会の提案は執行部に対して行っていくものであり、そ
れを受けてから議会が検討していくことになります。

　現時点では、総合支所は残します。

　現在、広域事務組合での候補地である宇佐市の乙女新田地区とは
交渉が難航している状況にあります。また、平成29年度まで延長す
る話がそのままになっている件は、環境衛生課長に伝えます。

　本市として、秋の行楽シーズン、更にとみくじマラソン等において
も宿泊施設が不足している為、お客さんが別府等他市に流れる状況
にあります。年間を通じてお客が多ければ対応もできますが、一時的
な行事によりお客が増加する部分については対応が困難です。

3
　クリーンセンターの今後につい
て、最新情報を教えてもらいたい。
地区の方には、市より平成29年度
までの延長の話があったが。

4 　庁舎の件で、総合支所はどうな
るのか。

　庁舎建設目的の為の基金はありません。庁舎建設の財源は合併特
例債を活用します。5 　庁舎建設の件で、財源・基金積立

を行っているのか。

　市として空き家バンクの斡旋はしているものの、企業等の雇用が
少ない為に、就業等までの斡旋は厳しいです。6

　空き家バンクの登録はあるが、
就農・就業・起業などの情報も一体
的に考えてほしい。

7
　国東半島芸術祭で人が来れば宿
泊施設が不足してくると思うが、
その手立てはあるのか。

１ 　新庁舎の建設について、議員は
どのように関わっているのか。

２
　庁舎の件について、専門家委員
会で答申を受けたら、そのとおり
にするのか。

　アウトラインはできていますが、場所によっては経費がかかると
いうこともあるだろうと思います。できるだけ安くするようには働
きかけています。

３
　新庁舎建設について、金額的な
ものについては執行部と話し合う
のか。

　議会は、定例会・臨時会・常任委員会・特別委員会・全員協議会等が
あり、その他地域活動などがあります。また、一般質問をしたりする
場合は、よく調査・研究してからでないとできません。平均的にみて
月20日以上は活動実績があります。

５ 　議員は、年間何日ぐらい出勤し
ているのか。

　昨年から比べると出席人員が減っています。やり方を考えていく
ことが必要だと考えます。４ 　議会報告会という名称は変えた

らどうか。議会懇談会にするとか。

　議員それぞれ質問の趣旨が違うところがあります。議員本人に任
せています。６

　議会の質問で、同じ質問をして
いることがある。まとめてできな
いのか。

　地区の議員に、要望事項があれば重複しても出してもらいたいで
す。議員を利用してください。７

　要望事項は、区長会から執行部
に出している。市政懇談会などで
出しても、この話し合いの中で重
複して出しても良いのか。

回　答意見や質問
■国東会場
No.

１
　庁舎建設の件で事業費が36億円
と聞いているが、もっとコンパクト
な建物にならないのか。また、点数
制で評価しているがその根拠は。

　議会の新庁舎建設に関する調査特別委員会では、建設場所につい
ては議論をしません。また、可能な限り最小の経費で建築するよう
執行部に働きかけを行っています。
　評価点数制については、庁舎建設専門家委員会の中でＧＩＳシス
テムにより評価を行っています。

　質問は会派で取りまとめており、会派間の調整は行っていますが、
他の会派との関連はその時々により議長が調整をしています。２ 　一般質問で同じような質問がある

が、議員間で調整をしているのか。

回答
　に対する回答を会場別にお知らせします。

〈安岐会場　国東会場　武蔵会場〉
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回　答意見や質問
■安岐会場
No.

　今回、2回目の海抜表示板の設置を、区長さんと相談して決めて
いくことにしています。現在でも、悪いところがあれば直させま
す。

１
　海抜表示板が分かりにくい。ま
た、見えるところには無いという
事もある。

　現在、イノシシの方は数が減ってきています。ワナによる狩猟が
増えてきているためです。資格を取るのに半額補助をするなど、市
もかなり努力をしています。地元の方も資格を取っていただき、駆
除について努力していただきたいと思います。今後も力を入れてい
きたいと思います。

　病院が新しくなっても中身が良くないと何もなりません。薬局の
位置も問題があります。新築については、補助金が多くつくという
ので新築を決議しました。
　新しい病院事業管理者が、医師の確保のために来ました。やって
くれると言うことですので、努力をお願いしたいと考えています。

２ 　有害鳥獣駆除対策に、もっと力
を入れてもらいたい。

３
　急病の際、担当医がいなく診療
を拒否された。医師の確保につい
て議員も努力してもらいたい。

　要望については、執行部に働きかけていきます。４ 　病院事業管理者に常駐してもら
いたい。病院改革をしてもらいたい。

　議会改革特別委員会で、報酬についても検討していきます。５
　定例議会等の出席状況はどう
か。出席状況を調べて、出席した日
数に応じて報酬を考えるというこ
ともできないか。

　議会改革特別委員会で検討中です。先日、意見交換会を開催して、
そういう方法も含めて6月を目途に定数の結論を出すことにして
います。若い人にも出ていただきたいとも考えています。

6
　議員定数の見直しについては、
専門家による審議をしていくのも
方法ではないか。

　今の庁舎は、防災面でも、耐震化の面でも問題がありますので、新
築に関する準備予算に同意しました。7 　新庁舎は、早く建設しないとい

けないのか。

　専門家による委員会の立ち上げと調査方法については、専門的な
調査という観点から必要と言うことで同意しました。8 　市庁舎建設予定地の、外部コン

サルによる調査は必要か。

　議会基本条例案では、政務調査費の支給は別に条例で定めること
にしており、現在は支給していません。
　議会費が増えたのは、昨年6月に市議会議員退職者の年金制度が
廃止となり、現在受給している方の年金を国と市が負担することと
なったためです。また、議員報酬の5％カットが終了した事にもよ
ります。

9
　議員の政務活動費は現在使って
いるのか。決算で議会費が上がっ
ているが。

　広報では周知しているようですが、良い案なので執行部に提案し
ていきたいと思います。10 　ホームページに、コミュニティバ

スの運行状況を掲示できないか。

　地震の時、ライフラインの復旧が一番遅れたのが都市ガスだった
と聞いています。改めて工事をしないといけない事等を考慮すると
難しいのではないかという見解を持っています。

11 　下原住宅に都市ガスの整備はで
きないか。

　病院の新築工事が約28億5千万円、既設分の改修工事が約3億3
千万円、その他の工事が約3億7千万円、解体工事が2億4千万円と
なっています。
　5年間の据置き後、25年間で償還していきます。

12 　市民病院の改築工事の内訳は。起
債の償還期限は。

意見・質問と　
議会報告会で出された意見や質問とそれ　
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１
月
13
日
、市
消
防
団
出
初
式
が
市
営
国
東
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。17
分
団
９
６
９
人
か
ら
８
２
０

人
が
参
加
し
、人
員
服
装
点
検
や
停
止
間
、行
進
間
の
小

隊
訓
練
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。長
年
、

消
防
団
活
動
に
貢
献
し
た
団
員
な
ど
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
、最
後
に
放
水
点
検
を
披
露
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、熊
毛
小
学
校
６
年
生
は
昨
年
11
月
26
日
、国
見
町

岐
部
の
炭
焼
き
小
屋
で
炭
焼
き
準
備
の
体
験
を
し
ま
し

た
。岐
部
林
研
グ
ル
ー
プ
会
員
の
指
導
の
も
と
、釜
へ
木
を

運
び
入
れ
、入
口
を
れ
ん
が
で
ふ
さ
い
だ
ら
、火
入
れ
で
す
。

炭
が
で
き
あ
が
る
の
を
楽
し
み
に
年
を
越
し
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
暮
れ
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
は
、自
民
党

が
約
３
年
３
カ
月
ぶ
り
に
政
権
奪
還
を
果
た
し
ま
し
た

が
、新
政
権
に
期
待
す
る
の
は
、景
気
対
策
や
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
、社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
な
ど
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、国
民
の
信

頼
を
失
わ
な
い
よ
う
確
固
た
る
決
意
で
政
権
運
営
に
臨

ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

市
議
会
に
お
い
て
も
、昨
年
は
市
内
４
カ
所
で「
議
会

報
告
会
」を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、多
く
の
方
か
ら
貴

重
な
意
見
や
激
励
の
言
葉
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は「
議
会
基
本
条
例
」を
制
定
す
べ
く
議
論
を
重

ね
て
お
り
、さ
ら
に「
開
か
れ
た
議
会
」を
目
指
し
て
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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TEL(0978)72-5196
FA
X
(0978)72-5170

次回定例会の開催予定は、

☎0978-72-5196（直通）

2月下旬です
傍聴される方は、議会事務局までご連絡
ください。当日の受付も行っています。

6日

7日～8日
8日～9日
　　9日

12日
13日～14日

15日
16日

19日

　21日
22日

30日～12月18日
30日

11日
12日
13日

　　14日
18日

15日
16日
18日
22日

全員協議会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会行政視察（京都府）
全国市議会議長会評議員会（東京都）
建設業協会との意見交換会
（産業建設常任委員会）

議会改革特別委員会
議会広報編集特別委員会行政視察（愛知県）
議会報告会（国東・安岐）
新庁舎建設に関する
調査特別委員会行政視察（豊後大野市）

教育委員との意見交換会
（文教厚生常任委員会）

県議会議長と市町村議会議長との
意見交換会（大分市）

議会報告会（国見・武蔵）
議会運営委員会
平成24年第４回定例会
議会広報編集特別委員会
議会基本条例・議会改革に関する研修会

全員協議会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会
議会運営委員会
議会改革特別委員会

県知事を囲む自治運営懇話会（大分市）
議会広報編集特別委員会
県北六市議長懇話会（中津市）
大分県市議会議長会理事会（日田市）

11月

12月

1月


